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原
子
力
損
害
の
賠
償
負
担
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

賠
償
負
担
金
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
原
賠
法
」
と
い
う
）
お
よ
び
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉

等
支
援
機
構
（
以
下
、
「
支
援
機
構
」
と
い
う
）
法
に
基
づ
く
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
三
（
以
下
、

「
改
正
規
則
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
閣
議
決
定
「
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興
の
加
速
の
た
め
の
基
本
指
針
」
（
以
下
、
「
基

本
指
針
」
と
い
う
。
）
の
二
十
六
頁
「
（
前
略
）
国
民
全
体
で
福
島
を
支
え
る
観
点
か
ら
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
前
に
は
確

保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
の
賠
償
の
備
え
に
つ
い
て
の
み
、
広
く
需
要
家
全
体
の
負
担
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
託
送
料
金

の
見
直
し
等
の
制
度
整
備
を
行
う
。
」
に
基
づ
き
、
改
正
規
則
で
は
「
（
前
略
）
原
子
力
損
害
（
原
賠
法
第
二
条
第
二
項
の
原

子
力
損
害
）
の
賠
償
の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
で
あ
っ
て
、
旧
原
子
力
事
業
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
以
前
に
原
価
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
一
般
送
配
電
事
業
者
が
行
う
接
続
供
給
に
よ
っ
て
回
収

し
よ
う
と
す
る
と
き
」
の
資
金
を
「
賠
償
負
担
金
」
と
し
て
い
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
前
に
「
原
子
力
損
害
の
賠

償
の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
法
令
等
の
適
用
、
解
釈
、
運
用
等

を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

一 

原
子
力
事
業
者
は
、
福
島
原
発
事
故
前
（
以
下
、
「
事
故
前
」
と
い
う
。
）
に
は
原
賠
法
第
六
条
に
基
づ
き
原
子
力
損
害

の
損
害
賠
償
措
置
（
備
え
）
と
し
て
、
原
子
力
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
（
以
下
、
「
責
任
保
険
」
と
い
う
）
及
び
原
子
力

損
害
賠
償
補
償
契
約
（
以
下
、
「
補
償
契
約
」
と
い
う
）
を
結
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
金
及
び
補
償
金
千
二
百
億
円

（
同
第
七
条
）
を
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
備
え
た
資
金
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
事
故
前
に
原
賠
法
上
、
賠
償

措
置
額
以
外
に
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
備
え
た
資
金
は
他
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

「
改
正
規
則
」
に
あ
る
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
」
と
は
、
原
賠
法
で
い
う
「
損
害
賠

償
措
置
」
で
あ
り
、
資
金
と
は
「
賠
償
措
置
額
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
違
う
と
す
れ
ば
、
何
を
意
味
し
て

い
る
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

三 

支
援
機
構
は
、
原
賠
法
第
十
六
条
に
基
づ
く
事
故
後
の
「
資
金
援
助
」
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
。 

 

１ 

「
資
金
援
助
」
は
、
原
賠
法
第
七
条
の
「
賠
償
措
置
額
千
二
百
億
円
」
で
は
足
り
な
か
っ
た
損
害
賠
償
費
用
の
資
金
を

援
助
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。
そ
れ
が
支
援
機
構
法
第
四
十
一
条
の
「
要
賠
償
額
か
ら
賠
償
措
置
額
を
控
除
し
た
額
を
限

度
と
し
て
、
損
害
賠
償
の
履
行
に
充
て
る
た
め
の
資
金
」
で
あ
り
、
損
害
賠
償
交
付
金
額
は
「
賠
償
措
置
額
」
の
不
足
金

額
で
は
な
い
の
か
。
違
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
２ 

改
正
規
則
の
「
事
故
前
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
」
と
は
、
賠
償
措
置
額
千
二
百
億
円
（
補
償
金
は
千
八
百

八
十
九
億
円
）
の
備
え
で
は
足
り
な
か
っ
た
損
害
賠
償
交
付
金
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
違
う
と
す
れ
ば
、
何
に
備

え
て
お
く
べ
き
資
金
な
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

改
正
規
則
の
い
う
原
賠
法
上
の
「
事
故
前
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
」
と
は
、
事
故
前
に
「
備
え
て
お
か
な

か
っ
た
資
金
」
あ
る
い
は
「
備
え
て
お
け
な
か
っ
た
資
金
」
と
な
る
。
何
故
、
事
故
前
に
備
え
て
お
か
な
か
っ
た
の
か
。

あ
る
い
は
備
え
て
お
け
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

こ
の
資
金
を
事
故
前
に
「
備
え
て
お
か
な
か
っ
た
責
任
」
は
、
誰
が
負
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
か
。
例
え
ば
、
政
府
、

原
子
力
事
業
者
か
が
負
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。
少
な
く
と
も
、
需
要
家
に
は
、
こ
の
資
金
を
事
故
前

に
「
備
え
て
お
か
な
か
っ
た
責
任
」
は
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。
責
任
が
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
れ
ば
、
そ
の

理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

四 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
、
当
方
が
経
済
産
業
省
（
以
下
、
「
経
産
省
」
と
い
う
。
）
よ
り
説
明
を
受
け
た
際
、
当
方

か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
で
は
、
改
正
規
則
に
あ
る
事
故
前
に
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た

資
金
（
以
下
、
「
過
去
分
」
と
い
う
。
）
」
と
は
、
全
需
要
家
の
負
担
す
べ
き
過
去
分
で
あ
り
、
資
金
額
は
三
・
八
兆
円
で



 

４ 

 

あ
り
、
保
険
料
及
び
補
償
料
で
は
な
い
、
と
示
さ
れ
た
。 

 

１ 
右
の
回
答
に
誤
り
は
な
い
か
。
誤
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

「
過
去
分
」
三
・
八
兆
円
の
資
金
は
、
原
賠
法
上
の
保
険
金
あ
る
い
は
補
償
金
な
の
か
。
原
賠
法
と
は
関
係
な
い
資
金

で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
法
令
に
基
づ
く
資
金
な
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

「
過
去
分
」
三
・
八
兆
円
を
全
需
要
家
が
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
子
力
事
業
者
は
「
過
去
分
三
・
八
兆
円
」
を

回
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
原
子
力
事
業
者
の
負
担
す
る
「
過
去
分
」
の
資
金
の
金
額
は
い
く
ら
か
。
「
過
去
分
」
の

資
金
の
全
額
と
合
わ
せ
て
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

「
過
去
分
」
は
需
要
家
だ
け
が
負
担
す
る
も
の
な
の
か
。
原
子
力
事
業
者
の
負
担
す
る
「
過
去
分
」
は
存
在
す
る
の

か
。
そ
の
理
由
を
含
め
て
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

事
故
前
に
原
子
力
事
業
者
は
、
原
賠
法
上
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
保
険
契
約
上
の
負
担
義
務
を
負
い
、
「
責
任
保
険
」

の
保
険
料
、
「
補
償
契
約
」
の
補
償
料
を
負
担
し
て
い
た
と
考
え
る
が
相
違
な
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
以
外
に
負
担
し
て

い
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
事
故
前
に
原
子
力
事
業
者
に
原
賠
法
上
の
保
険
料
及
び
補
償
料
以
外
に
負

担
義
務
が
な
い
と
す
れ
ば
、
事
故
後
に
原
子
力
事
業
者
が
、
過
去
分
三
・
八
兆
円
の
資
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



 

５ 

 

理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

五 
「
基
本
指
針
」
二
十
四
頁
に
は
、
「
交
付
国
債
の
償
還
費
用
の
元
本
分
は
、
原
子
力
事
業
者
の
負
担
金
を
主
な
原
資
と
し

て
、
支
援
機
構
の
利
益
の
国
庫
納
付
に
よ
り
回
収
さ
れ
る
。
」
と
あ
る
。 

 

１ 

事
故
後
、
原
子
力
事
業
者
は
、
保
険
料
で
も
補
償
料
で
も
な
い
「
過
去
分
三
・
八
兆
円
の
資
金
」
を
支
援
機
構
へ
の

「
一
般
負
担
金
」
と
し
て
納
付
し
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
納
付
し
た
過
去
分
は
、
東
電
へ
の
交
付
金
の
返
済
金
と
し
て
、

支
援
機
構
か
ら
全
額
国
庫
納
付
さ
れ
て
い
る
。
何
故
、
事
故
前
の
「
過
去
分
」
が
、
事
故
後
の
支
援
機
構
の
交
付
国
債
の

返
済
金
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
法
令
上
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

事
故
前
の
「
過
去
分
三
・
八
兆
円
」
を
回
収
す
る
目
的
は
、
支
援
機
構
が
事
故
後
の
東
電
へ
の
交
付
金
分
（
交
付
国

債
）
の
借
入
を
返
済
す
る
た
め
か
。
見
解
を
問
う
と
と
も
に
、
そ
の
目
的
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

支
援
機
構
法
第
三
十
八
条
は
、
原
子
力
事
業
者
は
「
機
構
の
業
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
機
構
に
対
し
、
負

担
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
「
一
般
負
担
金
」
で
支
援
機
構
は
、
借
入
金
の
交
付

国
債
の
返
済
を
行
っ
て
い
る
。
借
入
金
の
返
済
金
は
、
「
業
務
に
要
す
る
費
用
」
に
当
た
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
含
め
て

明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 



 

６ 

 

 
４ 

支
援
機
構
の
借
入
金
を
「
一
般
負
担
金
」
で
返
済
す
る
と
す
れ
ば
、
交
付
国
債
の
借
入
枠
十
三
・
五
兆
円
及
び
東
電
へ

の
投
資
資
金
一
兆
円
な
ど
の
借
入
金
の
返
済
も
「
一
般
負
担
金
」
で
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
違
う
と
す
れ
ば
、
そ

の
意
味
を
含
め
て
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

六 

「
基
本
指
針
」
二
十
三
頁
注
十
二
に
は
「
（
前
略
）
交
付
国
債
の
発
行
に
よ
り
対
応
す
べ
き
費
用
と
し
て
は
、
（
中
略
）

平
成
二
十
九
年
度
予
算
に
お
い
て
、
支
援
機
構
に
交
付
す
る
交
付
国
債
の
発
行
限
度
額
（
現
行
九
兆
円
）
を
十
三
・
五
兆
円

に
引
き
上
げ
る
。
」
と
あ
る
。 

 

１ 

「
過
去
分
」
三
・
八
兆
円
と
は
別
に
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
「
東
電
」
と
い
う
）
以
外

の
原
子
力
事
業
者
は
、
東
電
の
事
故
後
の
「
確
保
す
べ
き
資
金
」
と
し
て
損
害
賠
償
費
用
資
金
八
兆
円
の
う
ち
三
・
七
兆

円
を
支
援
機
構
へ
の
「
一
般
負
担
金
」
で
分
担
し
て
負
担
し
て
い
る
。
東
電
以
外
の
原
子
力
事
業
者
が
東
電
の
損
害
賠
償

費
用
三
・
七
兆
円
の
資
金
を
分
担
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
法
的
根
拠
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
原
賠

法
第
四
条
に
定
め
る
責
任
の
集
中
に
反
す
る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
反
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明

確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

東
電
以
外
の
原
子
力
事
業
者
の
負
担
す
る
損
害
賠
償
費
用
三
・
七
兆
円
の
「
確
保
す
べ
き
資
金
」
は
、
令
和
二
年
度
か



 

７ 

 

ら
の
「
一
般
負
担
金
」
の
う
ち
、
一
年
間
で
い
く
ら
支
払
う
の
か
、
そ
の
金
額
と
、
何
年
に
わ
た
っ
て
支
払
う
の
か
、
そ

の
期
間
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

「
過
去
分
三
・
八
兆
円
」
と
東
電
以
外
の
原
子
力
事
業
者
の
負
担
す
る
「
損
害
賠
償
費
用
三
・
七
兆
円
」
は
、
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
同
じ
な
の
か
、
見
解
を
問
う
。
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
賠
法
及
び
支
援
機
構
法
上
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

原
賠
法
上
の
「
事
故
前
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
（
過
去
分
）
」
は
、
事
故
後
に
は
原
賠
法
上
の
「
備
え
て

お
く
べ
き
資
金
（
将
来
分
）
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
原
子
力
事
業
者
は
、
「
事
故
前
の
過
去
分
」
と
は
別
に
「
将
来

の
事
故
の
備
え
と
し
て
」
の
三
・
八
兆
円
を
支
援
機
構
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。
ま

た
、
納
付
を
必
要
と
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

将
来
の
原
子
力
損
害
事
故
に
備
え
る
と
す
れ
ば
、
原
賠
法
に
お
け
る
賠
償
措
置
額
を
千
二
百
億
円
か
ら
、
少
な
く
と
も

東
電
の
損
害
賠
償
費
用
と
し
て
交
付
し
て
い
る
金
額
の
八
兆
円
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。
併
せ

て
見
直
す
必
要
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


